

































































天 野 太 郎
────────────
同志社女子大学現代社会学部



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































質問 4 最後に，天野先生でなくて，せっかく 4人主
力選手が来ていただいているので，天野先生が聞こえな
いという前提で，多分卒論とかとリンクさせて今のよう
なことをやられていると思うんですけれども，4人それ
ぞれの方に最後にお伺いしたいんですけれども，大変と
違いますか。
山加 私は大丈夫です。
東 私もほとんどプログラムを先生が立ててくださっ
ていて，そこで一緒にプログラム授業としていっている
ので，内容は全然大変じゃなくて，むしろ事前学習，富
良野のことについて学べるので，ある程度知識も入れて
現地に行くので，教えていただいたことが，現実見てこ
ういうことなんだなというふうにわかりやすいので，大
変というよりかは，楽しんで現地調査ができているなと
感じています。
武元 大変と思ったことはないです。私はプロジェク
ト演習で富良野に行ったときは 2年生だったんですけれ
ども，プロジェクト演習は私が 2年生のときに初めて開
講された授業だったので，どういうプロジェクトなのか
なというよりは，富良野ってどういうところなんだろ
う，北海道へ行ってみたいなというだけで参加したら，
それ以上に学ぶことが多かったので，こうやって報告会
を開いて，いろんな人にこういうことをしたよという報
告をすると，すごいそんなことまで，大変だなと思うか
もしれないですけど，実際動いている身としては，そん
なことはなかったです。
三島 私も本当に大変じゃないと友達とかから言われ
たりもあったんですけど，行ってみると，本当に楽しか
ったですし，唯一で言うと，最終日に発表があったの
で，毎日チームに分かれて，私は 6人いたチームだった
んですけど，今まで学校で自分の机上だけの勉強だった
んですけど，初めてその 6人で毎日ミーティングを重ね
るというのは大変ではあったかなとも思うんですけど，
方向性とかが難しくなって難航したときは，すぐに天野
先生が近くにいらっしゃったので，たくさんアドバイス
をいただいてはまたミーティングをしてとなって，私個
人としてはそういう自分なりの考えを持つであったり，
仲間と共有するという力は，卒業論文の研究であった
り，自分としては就職活動とか，キャリアを考えるとき
にも役に立ったな，いい経験ができたなと思っていま
す。
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